
              

『
プ
リ
ン
セ
ス
は
、
姫
で
あ
り
た
い
。
』 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
紫 

ま
ひ
ろ 

          



       

【
登
場
人
物
】 

 

ヒ
メ
カ
・
・
・
主
人
公
。
ふ
わ
ふ
わ
系
女
の
子
（
可
愛
い
）
魔
術
師
。 

喋
り
方
は
気
が
抜
け
て
る/

ふ
わ
ふ
わ
し
て
る
（
眠
そ
う
な
感
じ
）。 

か
わ
ぼ
系
。 

 

リ
ア
ム
・
・
・
男
子
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
１
。
剣
士
。 

俺
様
系/

ナ
ル
シ
ス
ト/

お
ち
ゃ
ら
け
。 

 

ミ
チ
ル
・
・
・
男
子
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
２
。
タ
ン
ク
。 

親
方
系/

体
育
系
（
尽
く
し
）。 

 

ハ
ヤ
ト
・
・
・
男
子
パ
ー
テ
ィ
ー
メ
ン
バ
ー
３
。
弓
・
僧
侶
。 

眼
鏡/

賢
い
系
。 

      



〇
と
あ
る
ダ
ン
ジ
ョ
ン
内 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

モ
ン
ス
タ
ー
、
ヒ
メ
カ
を
襲
お
う
と
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
モ
ン
ス
タ
ー
の
鳴
き
声 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
き
ゃ
あ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

リ
ア
ム
、
剣
で
敵
を
斬
る
（
Ｓ
Ｅ
） 

 

リ
ア
ム 

 

「
よ
っ
と…

…

大
丈
夫
か
？ 

ヒ
メ
カ
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
リ
ア
ム
く
ん…

…

！ 

び
っ
く
り
し
た
よ
～
！ 

助
け
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」 

 

リ
ア
ム 

 

「
ふ
っ
、
こ
の
程
度
の
モ
ン
ス
タ
ー
、
俺
の
敵
じ
ゃ
な
い
。 

危
な
い
か
ら
、
ヒ
メ
カ
は
俺
の
後
ろ
に
隠
れ
て
ろ
。 

な
に
が
あ
っ
て
も
、
俺
が
護
っ
て
や
る
よ
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
わ
ぁ
～…

…

！ 

頼
も
し
い
な
ぁ
～
。
頼
り
に
し
て
る
ね
、
リ
ア
ム
く
ん
」 

 

リ
ア
ム 

 

「
ふ
ん
っ
、
任
せ
て
お
け
！
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
ふ
ふ
ふ
っ
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｂ
Ｇ
：
複
数
の
足
音 

  



ヒ
メ
カ 

 

「…
…

そ
れ
に
し
て
も
、
私
た
ち
、 

今
ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
ど
の
辺
ま
で
進
ん
で
来
た
ん
だ
ろ
う…

…
 

だ
い
ぶ
長
い
間
歩
い
て
い
る
気
が
す
る
け
ど…

…

ふ
ぅ…

…

」 

 

ミ
チ
ル 

 

「
ヒ
メ
カ
、
大
丈
夫
か
？ 

疲
れ
て
し
ま
っ
た
な
ら
、
す
ぐ
に
言
っ
て
く
れ
。 

休
憩
も
取
れ
る
し
、
も
し
も
の
時
は
、
俺
が
抱
き
上
げ
て
運
ん
で
や
る
か
ら
な
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「…
…

！ 

あ
り
が
と
う
ミ
チ
ル
く
ん…

…

！ 

で
も
大
丈
夫
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ
か
ら
。 

 
 

 
 

 
 

心
配
か
け
て
ご
め
ん
ね
？
」 

 

ミ
チ
ル 

 

「
い
や
、
謝
ら
な
い
で
く
れ
。
女
の
子
を
気
遣
う
の
は
、 

男
と
し
て
当
然
の
こ
と
だ
か
ら
な
」 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
皆
さ
ん
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
場
合
で
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。 

い
つ
何
時
ど
ん
な
敵
が
出
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
。 

気
を
引
き
締
め
て
進
ま
な
い
と…

…

」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
あ
っ…

…

！ 

う
ん
！ 

そ
う
だ
よ
ね…

…

！ 

ハ
ヤ
ト
く
ん
の
言
う
通
り
、
気
を
引
き
締
め
て…

…

あ
れ
？
」 

 

ミ
チ
ル 

 

「
ん
？ 

ど
う
し
た
、
ヒ
メ
カ
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
あ
れ
！ 

あ
れ
見
て
！
」 

 

ミ
チ
ル 

 

「
ん
？ 

…
…

あ
れ
は…

…

」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
人
の
前
に
大
き
な
石
の
扉
が
立
ち
塞
が
る
。 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
人
、
立
ち
止
ま
る
。 

 

ヒ
メ
カ 

 
「
お
っ
き
な
扉
だ
～
！
」 

 

リ
ア
ム 

 

「
石
の
扉
か…

…

ん
～…

…

鍵
穴
や
ハ
ン
ド
ル
の
よ
う
な
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
か…

…

」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
ん
～…

…

ど
こ
か
に
、
な
に
か
鍵
の
代
わ
り
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
か
な
～
？
」 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「（
気
づ
き
）
っ
！ 

見
て
く
だ
さ
い
。
ほ
ら
、
あ
そ
こ
で
す
。
扉
の
上
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
あ
～
！ 

火
の
つ
い
て
な
い
ト
ー
チ
だ
！ 

な
ん
で
あ
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
ん
だ
ろ
～
？
」 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「…
…

お
待
ち
く
だ
さ
い
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ヤ
ト
、
弓
を
構
え
る
。 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
ヒ
メ
カ
さ
ん
、
こ
の
矢
の
先
に
火
を
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
あ
っ
！ 

う
ん
！ 

わ
か
っ
た
！ 

『
フ
レ
ア
』
っ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ヤ
ト
の
持
つ
矢
の
先
に
火
が
灯
る
。 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
よ
し
。（
深
呼
吸
）…

…
…

…

（
矢
を
放
つ
）
ッ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

矢
が
放
た
れ
、
ト
ー
チ
に
ぶ
つ
か
り
火
が
灯
る
。（
Ｓ
Ｅ
） 

 



リ
ア
ム 

 

「
っ
！ 

ト
ー
チ
に
火
が
つ
い
た
ぞ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
地
鳴
り 

 

ミ
チ
ル 

 

「
ッ
！ 

な
ん
の
音
だ…

…

？
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
の
扉
が
開
く
。 

 

ミ
チ
ル 

 

「
と
、
扉
が…

…

！
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
す
ご
い
す
ご
～
い
！ 

扉
が
開
い
た
よ
～
！
」 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
ど
う
や
ら
、
あ
の
ト
ー
チ
に
火
を
灯
す
こ
と
が
、
解
錠
の
条
件
だ
っ
た
よ
う
で
す
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
ハ
ヤ
ト
く
ん
す
ご
～
い
！ 

よ
く
わ
か
っ
た
ね
！ 

弓
矢
も
正
確
な
位
置
だ
っ
た
し
、
ほ
ん
と
に
す
ご
～
い
！
」 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
っ
！ 

い
、
い
え…

…

別
に…

…

こ
れ
く
ら
い
普
通
の
こ
と
で
す…

…
 

で
す
が
、
ま
ぁ…

…

あ
り
が
と
う
、
ご
ざ
い
ま
す…

…

」 

（
Ｓ
Ｅ
：
途
中
で
メ
ガ
ネ
を
上
げ
る
） 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
う
ふ
ふ
っ
。
よ
し
！ 

そ
れ
じ
ゃ
あ
、
中
に
入
っ
て
み
よ
う
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
人
、
扉
を
潜
っ
て
中
へ
と
進
む
。（
Ｓ
Ｅ
）  

 

リ
ア
ム 

 

「…
…

な
ん
だ
こ
こ…

…

随
分
と
広
い
部
屋
だ
な…

…

」 

 



ミ
チ
ル 

 

「
そ
う
だ
な…

…

ま
さ
か
、
こ
こ
は…

…

」 

 

ハ
ヤ
ト 

 
「（
気
づ
き
）
ッ
！ 

皆
さ
ん
！ 

気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

床
の
中
か
ら
、
大
き
な
黒
い
鎧
の
モ
ン
ス
タ
ー
が
現
れ
る
。
（
Ｓ
Ｅ
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
モ
ン
ス
タ
ー
の
鳴
き
声 

 

ミ
チ
ル 

 

「
ッ
！ 

あ
れ
は…

…

！
」 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
黒
の
戦
士
！ 

こ
の
ダ
ン
ジ
ョ
ン
の
主
で
す
！
」 

 

リ
ア
ム 

 

「
と
う
と
う
お
出
ま
し
か…

…

！ 

ヒ
メ
カ
！ 

お
前
は
下
が
っ
て
ろ
！ 

こ
い
つ
は
俺
た
ち
が
片
付
け
る
！
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
う
、
う
ん
！ 

わ
か
っ
た
！ 

み
ん
な
、
気
を
付
け
て
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
、
向
か
っ
て
く
る
。
（
Ｓ
Ｅ
） 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
ッ
！ 

こ
ち
ら
に
来
ま
す
！
」 

 

ミ
チ
ル 

 

「
う
お
ぉ
ぉ
ぉ
ぉ
ッ
！
（
走
り
出
す
）」（
Ｓ
Ｅ
） 

 

ミ
チ
ル 

 

「
で
ぇ
り
ゃ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
‼
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
刃
が
ぶ
つ
か
り
合
う 

 



ミ
チ
ル 

 

「
俺
の
仲
間
に
、
手
出
し
は
さ
せ
な
い
ッ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ミ
チ
ル
、
敵
と
剣
を
交
え
る
。(

Ｓ
Ｅ) 

 

ミ
チ
ル 

 

「
で
ぇ
り
ゃ
ぁ
！ 

ど
ぉ
り
ゃ
ぁ
！ 

だ
ぁ
ぁ
ぁ
ッ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
、
ミ
チ
ル
に
攻
撃
を
入
れ
る
。(

Ｓ
Ｅ) 

 

ミ
チ
ル 

 

「
ぐ
ッ
！ 

ぐ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ッ
‼
‼
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ミ
チ
ル
、
倒
れ
る
。(

Ｓ
Ｅ) 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
ミ
チ
ル
さ
ん
！ 

ッ
！(

駆
け
出
す)

」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ヤ
ト
、
ミ
チ
ル
の
元
へ
走
り
出
す
。(

Ｓ
Ｅ) 

 

ミ
チ
ル 

 

「
ぐ
っ…

…

ぐ
ぅ
ぅ
ッ…

…

！
」 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「(

駆
け
寄
る)

ミ
チ
ル
さ
ん
っ
！ 

待
っ
て
く
だ
さ
い
、
す
ぐ
に
回
復
を
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｂ
Ｇ
：
黒
の
戦
士
の
足
音
。（
ハ
ヤ
ト
の
セ
リ
フ
途
中
か
ら
） 

 

ミ
チ
ル 

 

「(

気
づ
く)

ッ
！ 

ハ
ヤ
ト
ッ
、
逃
げ
ろ
ッ…

…

！
」 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
え
っ
？
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
、
い
つ
の
間
に
か
ハ
ヤ
ト
の
後
ろ
に
。 



  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
モ
ン
ス
タ
ー
の
鳴
き
声 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「
ッ
！ 
い
つ
の
間
に―

―

ッ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
、
ハ
ヤ
ト
に
攻
撃
を
仕
掛
け
る
。（
Ｓ
Ｅ
） 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「（
攻
撃
を
受
け
る
）
う
あ
ッ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ハ
ヤ
ト
、
攻
撃
を
受
け
壁
ま
で
飛
ば
さ
れ
る
。 

 

ハ
ヤ
ト 

 

「（
壁
に
衝
突
）
カ
ハ
ッ…

…

‼ 

っ…
…

（
意
識
を
失
う
）」（
Ｓ
Ｅ
） 

 

リ
ア
ム 

 

「
ハ
ヤ
ト
ッ
！ 

ク
ソ
ッ
！ 

よ
く
も…

…

っ
！ 

ッ
！
（
駆
け
出
す
）」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

リ
ア
ム
、
走
り
出
す
。（
Ｓ
Ｅ
） 

 

リ
ア
ム 

 

「
お
前
は
！ 

俺
が
倒
す
ッ
！ 

っ
！
（
高
く
飛
び
上
が
る
）」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

リ
ア
ム
、
高
く
飛
び
上
が
り
剣
を
振
り
上
げ
る
。 

 

リ
ア
ム 

 

「
は
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
ッ
‼
‼
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
剣
が
砕
け
る 

 

リ
ア
ム 

 

「
ッ
⁉ 

嘘
だ
ろ…

…

ッ
⁈ 

俺
の
剣
が
ッ―

―

！
」 

 



 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
、
リ
ア
ム
へ
攻
撃
。（
Ｓ
Ｅ
） 

 

リ
ア
ム 

 
「
ぅ
あ
あ
ぁ
ッ
‼
（
攻
撃
を
受
け
る
）」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

リ
ア
ム
、
地
面
に
叩
き
つ
け
ら
れ
る
。（
Ｓ
Ｅ
） 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
リ
ア
ム
く
ん
！ 

（
気
づ
き
）
っ…

…

！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
、
ヒ
メ
カ
に
近
づ
い
て
い
く
。（
Ｓ
Ｅ
） 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
っ…

…

！ 

み
ん
な
！ 

起
き
て
よ
！ 
ね
ぇ
！ 

…
…

っ
（
奥
歯
を
噛
み
締
め
る
）」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
、
ヒ
メ
カ
へ
攻
撃
を
し
よ
う
と
す
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
モ
ン
ス
タ
ー
の
鳴
き
声
（
ヒ
メ
カ
の
セ
リ
フ
直
前
に
Ｃ
Ｏ
） 

 

ヒ
メ
カ 

 

「—
—

『
ヴ
ァ
イ
ン
』」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
の
体
に
蔦
が
絡
み
つ
く
。
（
Ｓ
Ｅ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

黒
の
戦
士
、
動
け
な
く
な
る
。（
Ｓ
Ｅ
） 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
大
人
し
く
し
て
て
。
っ
！
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヒ
メ
カ
が
杖
を
掲
げ
る
と
た
く
さ
ん
の
魔
法
陣
が
現
れ
る
。（
Ｓ
Ｅ
） 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
モ
ン
ス
タ
ー
の
鳴
き
声 

 



ヒ
メ
カ 

 

「
こ
れ
で
終
わ
り
。—

—

『
イ
ン
フ
ェ
ル
ノ
（
エ
コ
ー
）』」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

魔
法
陣
か
ら
い
く
つ
も
の
攻
撃
が
放
た
れ
る
。（
Ｓ
Ｅ
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
モ
ン
ス
タ
ー
叫
び
声
（
や
ら
れ
る
）（
Ｆ
Ｏ
） 

 

〇
ヒ
メ
カ
の
部
屋 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

ヒ
メ
カ
、
パ
ソ
コ
ン
の
前
に
座
っ
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

Ｓ
Ｅ
：
ゲ
ー
ム
ク
リ
ア
音 

 

ヒ
メ
カ 

 

「…
…

は
ー
い
Ｇ
Ｇ
～
。
お
疲
れ
さ
ま
～
」 

 

ヒ
メ
カ 

 

「（
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
取
る
）
っ…

…

」（
Ｓ
Ｅ
） 

 

ヒ
メ
カ 

 

「
は
ぁ…

…

ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
、
姫
プ
し
て
く
ん
な
い
雑
魚
ば
っ
か…

…
つ
ま
ん
な
～
」 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

《
Ｅ
Ｎ
Ｄ
》 


